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急降下停止装置仕様

急降下停止装置とは、万一開閉機のチェーン切れやチェーン外れによって起きるシャッターの

急激な降下を防ぐことを目的としています。

①適用範囲

・従動シャフト径φ35 の電動シャッターに装備されます。

（※注意：φ30 の従動シャフトには適応していません。）

・シャッターサイズ：W 1,500mm×H 1,500mm(t0.8)以上

②種類

形式 対応する開閉機 従動シャフト径 適用巻取シャフト 質量

KEB35
SH13/SH20
SHD13S/SHD20S
VS13S

φ35
4”（Φ114.3）
5”（Φ139.8）
6”（Φ165.2）

1.7 kg

【形式の説明】

ＫＥＢ３５ Ｒ

   ①  ②
※取付けるシャッターの開閉機が右形の場合、対応する急降下停止装置はＲ（右形用）となり、

開閉機が左形仕様の場合は、急降下停止装置もＬ（左形用）となります。

③作動回転数

KEB35・・・40±10 rpm
④使用条件

周囲温度：－10℃～40℃ 凍結を除く

周囲湿度：RH85%以下

環境条件：沿岸部・化学工場等の腐食環境を除く

⑤作動耐久性

5 回

①適用従動シャフト径

３５・・・φ35 軸首用

②Ｒ：右形用、Ｌ：左形用

※ただし、作動耐久回数は保証値ではありません。使用環境、使用条件により

耐久回数が少なることがあります。

■急降下停止装置作動後の復帰の手順

チェーン切れ等により急降下停止装置が作動した場合、次の手順に従って復帰してください。

復帰方法を間違えますと、シャッターの破損・落下等の事故につながりますので、必ず下記の

手順で復帰してください。

手順 1

破損個所の修復

開閉機の破損やチェーン切れがシャッターの落下原因の場合、

開閉機を交換する、チェーンを張り直す等の修復作業を行って

ください。

手順 2

装置のロック解除

手順 3

急降下停止装置の確認

手順 4

シャッターの確認

手順 5

リミットスイッチ

の設定

破損部の修復後、必ず手動で 1m 程シャッターを開放して

ください。この操作により、急降下停止装置のロックが外れます。

開閉機のブレーキを開放し、自重降下でシャッターを下限

まで閉鎖してください。

開閉動作に問題が無ければ急降下停止装置は完全にロックが

解除されているため、電動操作が可能となります。

※ブレーキ開放で降下しない場合は、装置が故障しています

ので、交換してください。

シャッター本体を点検してください。特に、落下したときに力が

加わる吊り元・吊り元ボルト・軸受溶接部・スムーサー・巻取シ

ャフトのフランジ溶接部は重点的に点検してください。シャッタ

ーの老朽化や腐食が激しい場合、シャッター本体の交換をお勧め

してください。

チェーンの破断によるシャッターの落下の場合、開閉機のリミッ

トスイッチの設定がずれています。

上限・下限のリミットスイッチの再設定を行ってください。
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